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北海道PCB廃棄物処理施設設置工事（増設）について

日本環境安全事業株式会社

平成23年7月

資料 ４－１
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全体進捗状況全体進捗状況

・基本設計図書完成（平成23年4月末）

・施工契約締結（平成23年6月7日）

・許認可申請

建築基準法 建築確認申請（平成23年7月1日提出）

廃掃法 設置許可申請（事前協議中）

・現地工事

現場作業員用仮設用地準備作業実施中



分解施設
１.８ｔ／日

攪拌洗浄 真空加熱分離

素子・紙

アルミ
紙

銅
紙木

木

金属類

コイル・木

金属類

素子・紙

金属類

コイル

含浸性部材

非含浸性部材

複雑形状
金属

真空超音波洗
浄

混合

反応

水

抽出
静置
分離

水和水

溶剤
回収

オイル
スクラバ

Ｓ
Ｄ

ローリー受入

抜
油

抜
油

解体・分別

解体・分別

廃
Ｐ
Ｃ
Ｂ

ト
ラ
ン
ス
油

第
１

洗
浄
溶
剤

第
２

洗
浄
溶
剤

Ｉ
Ｐ
Ａ

希
釈
油

コ
ン
デ
ン
サ
油

蒸
留
塔
底
油
２

蒸
留
塔
底
油
１

第
１
蒸
留

第
２
蒸
留

廃
Ｔ
Ｃ
Ｂ

副反応

水洗

ボイラ

Ｔ
Ｃ
Ｂ
分
離

基
幹
物
流

タンクヤー
ド

処理対象物
ＰＣＢ

513 ｔ／年

コンデンサ

トランス

ＰＣＢ及び
PCBを含む油

車載型ﾄﾗﾝｽ

その他の
電気機器

コンデンサ

トランス

処理済油

廃アルカリ

紙､ｱﾙﾐ箔､木等

碍子

銅

鉄

廃ＴＣＢ

卒業判
定

大気

大気

排気処
理

設備排気 活性炭

換気

洗浄施設
１３ｔ／日

分離施設
３.４ｔ／日

前 処 理

液 処 理

押出し
（予備洗

浄)

押出し
（予備洗

浄)

処理対象物及び処理工程の違い（当初施設フロー）処理対象物及び処理工程の違い（当初施設フロー）
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処理対象物
（主なもの）

感圧複写紙

安定器

運転廃棄物

ＰＣＢ汚染物等

ＰＣＢ汚染物等
・小型電気機器
・安定器
・感圧複写紙
・ウエス
・汚泥等
・運転廃棄物

詰替

検査・秤量

前処理設備

固体 気体

増設処理施設

：オンラインモニタリング

アンモニア
活性炭
中和剤

減温水 冷却
空気

活性炭
中和剤

●

プラズマ２系

当初処理施設

・トランス解体
・コンデンサ解体
・溶剤洗浄
・溶剤蒸留
・真空加熱炉
・液処理

運転廃棄物

小型電気機器

活性炭吸着塔

触媒反応塔

アンモニア

大気

活性炭
中和剤

減温水
冷却
空気プラズマ１系

活性炭
中和剤

プラズマ溶融分解炉

プラズマ溶融分解工程 排気処理工程

●

固形物

重金属
不溶化処理

固化物

スラグ

スラグ 冷却

トランス類、整流器
車載型主変圧器
コンデンサ類

塩基度
調整剤

恒温チャンバ

減温塔

Ｎo.１バグフィルタ

Ｎo.２バグフィルタ

大気

●

処理対象物及び処理工程の違い（増設施設フロー）処理対象物及び処理工程の違い（増設施設フロー）
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対象物 処理方法
プロセス排気
フード内排気

換気空調 作業環境 分析排気 モニタリング装置

第1系統
脱塩素化分解法 第2系統

高圧トランス、 第3-1系統
コンデンサ等 第3-2系統
（高濃度PCB油） 第3-3系統

第1系統
当初施設 第2系統

第3系統
第4系統
第5系統

上記集合後

大型／車載
特殊品

大型切断機
コンデンサエリア

1系統

（総量1,916トン）
第1系統

安定器 プラズマ溶融分解法
（1,688トン…88%） 第2系統
小型電気機器 第3系統
（157トン…8%） 第4系統
感圧紙 第5系統

増設施設 （71トン…4%） 上記集合後

大型
安定器／感圧紙

多目的
（選択切換式）

1系統

プラズマ排気1系
プラズマ排気2系

対象物

抜油

洗浄

PCB油 筺体

液処理

解体
切断

対象物

前処理
（仕分）
（詰替）

プラズマ炉

洗浄

オンラインオンラインモニタリングモニタリング当初施設との比較（全体概要）当初施設との比較（全体概要）

1回／75分

1回／75分

1回／90分

1回／120分

1回／20分
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安定器／感圧紙 汚泥その他特殊品 大型容器搬入品

先
行
事
業
（北
九
州
事
業
）

局所排気 - ドラフトチャンバー排気装置 リングダクト式排気装置

作業状況

特殊品解体室／仕分後作業

作業環境OLM
測定周期

－ 1回／110分 1回／110分

増
設
施
設

局所排気 ドラフトチャンバー排気装置 フード式排気装置 プッシュプル排気装置

作業状況

多目的処理装置

作業環境OLM
測定周期

1回／120分 1回／120分 1回／120分

（※）ＯＬＭ：オンラインモニタリング装置のこと

は開口部を示す

背
面
よ
り

背
面
よ
り

は開口部を示す

背
面
よ
り

背
面
よ
り

前処理作業の先行事業との比較（作業環境）前処理作業の先行事業との比較（作業環境）

フード

グローブ

ボックス作業

フード
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＜不合格の場合＞
・前処理作業室にて破砕・切断
・プラズマ溶融分解炉で再処理

＜不合格の場合＞
・前処理作業室にて詰め替え
・プラズマ溶融分解炉で再処理

(不合格品）

排気処理工程へ

スラグ

※A

搬出

（合格品）

①スラグ ②固形物

重金属不溶化処理

Ｎｏ.1、２触媒反応塔

搬出

Ｎｏ.2バグフィルタ

中和剤

活性炭

Ｎｏ.1バグフィルタ

中和剤

活性炭

固形物
（不合格品）

ｾｰﾌﾃｨｰﾈｯﾄ
活性炭へ

恒温チャン
バより

（合格品）

※A

卒業判定

卒業判定

処理済物（スラグ・固形物）の搬出処理済物（スラグ・固形物）の搬出

7

8

受入室受入室

前
処
理
作
業
室

前
処
理
作
業
室

搬入室搬入室

処理済物の動き（スラグ）処理済物の動き（スラグ）

スラグ冷却室スラグ冷却室

固形物搬送装置室固形物搬送装置室

スラグ搬出室スラグ搬出室

プラズマ分解炉室プラズマ分解炉室

固化物搬出室固化物搬出室

スラグ

合格スラグ

不合格スラグ

合格スラグ

不合格スラグ
密閉搬送

破砕、秤量等
前処理

不合格スラグは
密閉容器に入れて
施設内搬送し、
直接前処理作業室
に搬入します。
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受入室受入室

前
処
理
作
業
室

前
処
理
作
業
室

搬入室搬入室

処理済物の動き（固形物・固化物）処理済物の動き（固形物・固化物）

固化物搬出室固化物搬出室

詰替、秤量等
前処理

固形物（判定前）
合格固形物
合格固化物
不合格固形物

バンカ
判定待ちホッパ

バグフィルタ
重金属不溶化処理

混練装置

密閉搬送

不合格固形物 集じん装置

不合格品詰替装置（可搬式）

ド
ラ
ム
缶

固形物搬送装置室固形物搬送装置室
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④分析室にて溶出試験を行う

③現場備え付けの破砕機にて破砕し、
ふるい分け

②スラグ回収口より
サンプリングする

①残留スラグをたたいて
落下させる 溶出試験用スラグ

破砕機 ふるい

回収したスラグ

スラグ回収口回収治具

スラグ回収口

排出物排出物（スラグ）（スラグ）ののサンプリングサンプリング
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NO.2
バグフィルタ

NO1.
バグフィルタ

触媒反応塔排気

排気筒へ

サンプル瓶

サンプル瓶
取出し口

サンプル
採取用サジ

サンプル瓶
取付・取外し
グローブ判定待ホッパへ

移動

① 自動サン
プリング機能
によりサンプ
ルが瓶に採取
される。
採取終了後グ
ローブボック
ス作業で瓶を
取り外す。

②採取された
サンプル瓶を
取り出す。

③取り出した
サンプル瓶
は搬送用容
器に納め、分
析室へ運ぶ。

排出物排出物（固形物）（固形物）ののサンプリングサンプリング

自動サンプ
リング

12

安全解析について安全解析について（１）（１）

施設の特性同定

③リスクの定量化

不具合シナリオの摘出

ＨＡＺＯＰ／Ｗｈａｔ－ｉｆＨＡＺＯＰ／Ｗｈａｔ－ｉｆ ②定性的リスク評価

複雑なシナリオ

ETA／FTAETA／FTA

④リスク評価・安全対策検討

比較的単純なシナリオ

不具合シナリオのタイプ分け

故障率から直接計算故障率から直接計算

追加の安全対策の
要否判定

各ハザードの総合的リスク評価

評価結果まとめ

（リスク判定）対策必要

対策不要

更なる安全対策の
立案

更なる安全対策の
立案

対策不要

対策必要
（リスク判定）

追加安全対策の
立案

追加安全対策の
立案

①施設の特性同定

更なる安全対策の
要否判定

安全解析進捗状況

６月３０日時点での状況

１．安全解析実務担当は
千代田アドバンスト・ソリューション
に決定。（先行事業で実績あり）

２．左記フローチャートのうち、
①特性同定として機能相関図の

作成を完了

②定性的リスク評価として
不具合シナリオ摘出作業中

安全解析体制

設計・運用情報 解析結果
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安全解析について（安全解析について（２２）） 機能相関図（取合フロー図）機能相関図（取合フロー図）

『機能相関図』は、各システムの
特徴の把握、役割や関連を整理
し、システム相互間の関係を確
認するためのものです。
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安全解析について（安全解析について（３３）ワークシート作成中の例）ワークシート作成中の例
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漏洩対策等（１）漏洩対策等（１）汚染物保管時汚染物保管時の転倒防止の転倒防止

２７Ｌペール缶の例
（２段積み）

２００Ｌドラム缶の例

ズレ止め
（地震対策）

荷捌パレット
保管棚

チェーンにより捕縛

部はオイルパンを示す。

荷捌パレット

平
面
図

立
面
図
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漏洩対策等漏洩対策等
（２）建屋からの漏洩防止（２）建屋からの漏洩防止

防液堤機能

不浸透性塗床
（エポキシ樹脂）

間仕切壁
前処理作業室

■漏洩防止対策の具体的構造
・不浸透性塗床
・防液堤機能
・間仕切壁（※１）

前処理作業室 矩計図（部分拡大）

（※１）ＰＣＢが付着浸透する可能性のある前処理
作業室には不浸透対策として間仕切壁に塗装しま
す。
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全体工程表全体工程表

１２／３ ６／７


